







































































































































































　　5時間目 /θ, ð/ 弱形
　　6時間目 /（ɑ）, æ, ʌ/，後続子音の有声性による母音の長さの違い






「ア系統の母音」を扱う。ここでは “hard” vs. “heard” に見られる /ɑr/と
/ɚː/の違いである。同時に英語のリズムに関する基本知識である内容語と
機能語の違いとそれぞれの発音のされ方の違いも導入する。4時間目は日本
語母語話者にとっては永遠の課題である /l/と /r/，5時間名が /θ, ð/およ
び 3時間目の続きとして弱形の発音を練習する。最後に，別のア系母音であ
る /æ, ʌ/を導入し，1時間目で練習した /ɑ/と合わせて，/ɑ, æ, ʌ/の区別（例 





































もので置換される。良く知られているものが /l, r, f, v, θ, ð/である（Avery 
& Ehrlich 1992，野中 2005，2016，靜 2009，関 2009，明場 2017など）。


































音声に見られる /l, r, f, v, θ, ð/の置き換えと不要な挿入母音について考えて






















sink”，“face-faith”, “breathe-breeze”, “clothe- close”などは数少ない例）。そ
もそも /θ, ð/は世界の言語を見渡しても音素としてもつ言語が少ない珍し




















よれば，英語を母語として使う者は 3億 2000万人から 3億 8000万人，第二

























（2000）による Lingua Franca Core，Cruttenden（2014）による International 
Englishがある。これらの基準では，従来は習得が必須とされていた発音項
目が学習項目から削除されている。例えば，International Englishでは強勢



















































した英語発音項目の基準である International English（Cruttenden 2014）と
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2 一般的に，日本語母語話者にとって /tuː/（/tʊ/）の発音は /siː/（/sɪ/），/ziː/
 （/zɪ/）よりも楽にできる。これは /t/+/u/の音素の組み合わせが，/s/+/i/あ
るいは /z/+/i/の組み合わせよりも日本語の音韻体系により組み込まれている
からである。例えば，映画“BacktotheFuture”はカタカナでは「バック・トゥ・
ザ・フューチャー」と表記され，“to”の部分が「ツー」と表記されること
はない。すなわち［tuː］で発音されるわけである。しかし，「CD」はカタカ
ナでは「シー・ディー」となり，発音も［ʃiː］である。あえてこれを［siː］と
発音すると，気取った発音と思われるであろう。
3 靜（2009）では /tuː/（/tʊ/）のみ取り上げ，/duː/（/dʊ/）が取り上げられてい
ない。この理由はおそらく，日本語母語話者が英語の /tuː/（/tʊ/）を［ʦuː］（［ʦʊ］）
のように発音するのは比較的良く見られるが，有声音の /duː/（/dʊ/）を［ʣuː］
（［ʣʊ］）のように発音するのはほぼ見られないという経験的な観察から来ている
と思われる。筆者の英語発音指導の経験から考えてもこれは正しく，指導学生
が“two”を［ʦuː］と発音する間違いはしても，“do”を［ʣuː］（もしくは［zuː］）
と発音することは皆無である。
4 ［su
○
toɾaiku］の［u
○
］は無声化された［u］を表す。これは，話し手は /u/を発
音する意図はあるが調音を行う実行段階で有声性が失われたという解釈を表
す。/u/を発話する意図がない場合は［stoɾaiku］となるが，これは理論的な
解釈の違いであり，一般的には［su
○
toɾaiku］と［stoɾaiku］の間に音響的な差
異はほぼない。
